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「ホワイト物流」推進運動の取組事例紹介 
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その成果として、さまざ
まな地域・荷種・取組方
法による、計100件を超
える事例を収集、その
成果を「荷主と運送事
業者の協力による取引
環境と長時間労働の改
善に向けたガイドライ
ン」および「事例集」とし
てとりまとめている。 

厚生労働省及び国土交通省が中央及び各都道府県に設置している「トラック輸送
における取引環境・労働時間改善協議会」では、平成28年度から平成29年度の2か
年にわたって、荷主企業及びトラック運送事業者等が協力・連携しながらトラックド
ライバーの長時間労働の改善等を図る「パイロット事業」を実施。 

トラック輸送における取引環境・労働時間改善中央協議会 
http://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk4_000022.html 

取引環境と長時間労働の改善に向けたガイドライン事例集について 

1 
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Ａ．運送内容の見直し 
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①物流の改善提案と協力  
関係者が一同に会して意見交換会を行い、各社が有している情報・技術・能力を共
有、協力の下で改善を実施。 

保管スペースを約100坪削減し、品揃え・荷捌きスペースとして転用することで 
作業を効率化し、トラックの荷待ち・荷役時間を削減 

保管倉庫（イメージ） 

品揃えエリア・荷捌きエリア 品揃え・荷捌きエリア 

保管倉庫（イメージ） 

新規エリア化 

拡充エリア 

製品保管 製品保管 

「取引環境と長時間労働の改善に向けたガイドライン事例集」82ページ 
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Ａ．運送内容の見直し 
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②予約受付システムの導入  

工場 

流通センター 

 ドライバーの拘束時間が5時間30分短縮した。フォーク荷役で疲労が軽減された。更に予約で運

行計画の精度が高まり、帰り荷などの業務組合せの自由度が高まった 

 納品時のパレット積み替えがなくなり、メーカー側の商品事故リスクが低下した 

 流通センターのバースの回転率が高まった。荷下後すぐに自動倉庫に格納できるようになった 

到着順受付 

自動倉庫 
手下ろし・積替え 

工場 

着床時間予約 自動倉庫 
パレット下ろし 

Before 

Ａｆｔｅｒ 

試験導入中であった受付予約システムを実験期間中開放し、1時間幅の着床時間
予約を行った上で運行。 

「取引環境と長時間労働の改善に向けたガイドライン事例集」118ページ 
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Ａ．運送内容の見直し 
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③パレット等の活用 

荷役作業の短時間化・省力化に向けてパレットを利用したトライアル輸送を実施、
パレットを利用した輸送の本格対応に向けた関係者間での議論・検討を実施 

●積込み時の荷役作業の一部をパレット利用で、荷役時間と拘束時間を短縮 

積込み時の 
荷役作業 

手荷役 

荷主先に到着から 
出発までの時間 

2時間13分 

拘束時間 14時間07分 

●元請と実運送事業者の連携による積卸先件数の見直しで拘束時間を短縮 

一部を 
パレット荷役 

1時間39分 

12時間55分 

短縮効果 

▲34分 

▲1時間12分 

※パレット利用に
より、ドライバー
の疲労度も軽減 

積卸先 複数カ所 

拘束時間 平均13時間47分 

複数カ所を削減 

平均12時間40分 

短縮効果 

▲1時間07分 

「取引環境と長時間労働の改善に向けたガイドライン事例集」2ページ 
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Ａ．運送内容の見直し 
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④発荷主からの入出荷情報等の事前提供 

荷主より出荷データを1日早く出してもらうことにより、朝から積込み作業が可能にな
る。発荷側での手待ち時間がほぼゼロに。 

「取引環境と長時間労働の改善に向けたガイドライン事例集」122ページ 

長野通運

運

栗橋DC

N日 13:00 出庫データ（在庫補充分）

N日 13:00 出庫データ

N日 11:00 発注データ

N日 14:00～20:00

ピッキング作業

N日 14:00～20:00

積込み作業

N+1日 8:00

幹線輸送着

（在庫補充分）

N+1日 8:00

配送着

N日 13:00～17:00

3.5日分の在庫より

店舗別ピッキング作業

BEFORE

長野通運

運

栗橋DC

N-1日 13:00 出庫データ（在庫補充分）

N日 13:00 出庫データ

N日 11:00 発注データ

N-1日夜間

ピッキング作業

N日 8:00～

積込み作業

N+1日 8:00

配送着

AFTER

補充分の出庫データを1日前倒

しで送ることで、夜間のピッキン

グ作業と、朝からの積込み作業

が可能となった。

N日 13:00～17:00

4.5日分の在庫より

店舗別ピッキング作業

N+1日 8:00

幹線輸送着

（在庫補充分）

運送事業者 

運送事業者 

Ｄ Ｃ 

Ｄ Ｃ 
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Ａ．運送内容の見直し 
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⑤幹線輸送部分と集荷配送部分の分離  

集荷（複数箇所） ＋ 長距離輸送 ＋配達（複数箇所） 

Before 

After 
集荷（複数個所） 

連絡車で移動、引き継ぎ 
営業所 

営業所 

長距離輸送 
 ＋ 配達（複数箇所） 

１人のドライバーが複数個所集荷の後、関西・関東方面等の長距離を運転し、複数
個所配達していたため拘束時間が長くなっていたが、集荷担当と長距離幹線輸送・
配達担当を分けることで、ドライバー１人あたりの拘束時間を大幅に短縮 

「取引環境と長時間労働の改善に向けたガイドライン事例集」148ページ 
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Ａ．運送内容の見直し 
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⑥集荷先や配送先の集約  

手待ち時間の発生要因 
事前の2日目の
拘束時間 

現状、卸し先で数カ所ま
わるため、その分の輸送
時間、手待ち時間、積卸
し時間がかかり、拘束時
間が長くなっている。 

約15時間10分 

改善への取り組み 
事後の2日目
の拘束時間 

発側で卸し先を集約するよ
うな配車へ見直すことで、着
側でかかる時間を短縮。 

約12時間50分 
（▲2時間20分） 

選
果
場
Ａ 

発側1カ所で異なる卸し先 同じ卸し先にまとめ輸送 

市
場
Ａ 

選
果
場
Ａ 

市
場
Ａ 

市
場
Ｂ 

市
場
Ｃ 

市
場
Ｂ 

複数の輸送時間、手待ち時間、 

積卸し時間が発生。 

⇒2日目の拘束時間が長時間化。 

1～2か所分の輸送時間、手待ち
時間、積卸し時間 

⇒２日目の拘束時間の短縮 

卸し先を集約 

愛媛（1日目） 関東（2日目） 愛媛（1日目） 関東（2日目） 

着側で複数個所での荷卸しを行っていたが、発側で卸先を集約、１か所卸しとなる
ように配車することにより、２日目の拘束時間が平均2時間20分短縮。 

「取引環境と長時間労働の改善に向けたガイドライン事例集」20ページ 
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Ａ．運送内容の見直し 
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⑦運転以外の作業部分の分離  
給食事業の配送業務について改善を実施。改善内容の主な点は、作業量の多い
給食事業者の庫内作業について、元から実施していたX社分にプラスしてA社分に
ついてもドライバーから切り離し、倉庫側で行った。 

改善前 改善後 

ドライバー倉庫内移動 ５か所 ３か所 

ドライバー勤務時間 13時間26分 12時間55分 

「取引環境と長時間労働の改善に向けたガイドライン事例集」116ページ 

ドライバー倉庫内移動

ドライバー勤務時間

A社分作業を倉庫側作業
とし、ドライバー作業軽減

ドライバーセット作業軽減
180行/台→147行/台

ドライバー倉庫内移動削減
5か所→3か所

 
ドライバー 

 
作業所 

 

 
倉庫側 

 
作業所 

 

 
ドライバー 

 
作業所 

 

 
倉庫側 

 
作業所 
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⑧出荷に合わせた生産・荷造り等  

3/7 3/8 3/9 3/10 3/11 3/12

荷造・出荷

注文№

001

工程3

注文№

001

工程2

注文№

001

工程1

注文№

001

荷造・出荷

注文№

002

工程3

注文№

002

工程2

注文№

002

工程1

注文№

002

荷造・出荷

注文№

003

工程3

注文№

003

工程2

注文№

003

工程1

注文№

003

3/6 3/7 3/8 3/9 3/10 3/11 3/12

工程1

注文№

003

工程1

注文№

002

工程1

注文№

001
工程1

注文№

003

工程1

注文№

002

工程2

注文№

001
工程1

注文№

003

工程1

注文№

002

工程3

注文№

001
工程1

注文№

003

工程1

注文№

002

荷造

注文№

001

出荷

注文№

001

出荷

注文№

002

出荷

注文№

003

生産・出荷工程の見直しを行い、荷造りと出荷の工程日を分割したことで出荷予定
時間の遅れやこれに伴うトラックの待機を抑制できるようになった。 

「取引環境と長時間労働の改善に向けたガイドライン事例集」80ページ 
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Ａ．運送内容の見直し 
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⑨荷主側の施設面の改善 

工場内の積下ろし場所３カ所のうち、特定顧客商品専用の保管場所とされ、一般品
の積下ろしに利用できない場所（１カ所）があった。これを一般品にも開放、一般品
の積下ろし場所としても使えるようにした。 

 メリット 
 荷主のメリットとしては、積下ろし場所の増加・分散
による構内混雑の緩和、構内事故のリスクの軽減
が期待できる。  

 運送事業者のメリットとしては、全体として荷待ち時
間の改善が期待できる。 

 工場周辺での待機車両行列が緩和される。 

 
 

「取引環境と長時間労働の改善に向けたガイドライン事例集」196ページ 
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Ａ．運送内容の見直し 
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⑩リードタイムの延長 

  
関西の 
市場 

集出荷 
センター 

集出荷 
センター 

 集出荷 
 センター 

宮
崎
港 

神
戸
港 

カーフェリー 

  
東京の 
市場 

複数のセンター 
を巡回集荷 

農家 農家 

持ち込み 

19:10発 
翌日 

07:30着 
18:20〆 

（トレーラ） 
18:40〆 

（トラック） 

15:00頃 
積込開始 

朝収穫 

13:00過ぎに 
加工開始 

11:00頃〆 

陸送 陸送 

20:00頃の 
入荷 

（市場要請） 途中荷卸し セリ開始 
07:00等 

小売等 

１日目 ２日目 ３日目 

  
関西の 
市場 

 集出荷 
 センター 

 集出荷 
 センター 

 集出荷 
 センター 

宮
崎
港 

神
戸
港 

カーフェリー 

  
東京の 
市場 複数のセンター 

を巡回集荷 

農家 農家 

19:10発 07:30着 
18:20〆 
（トレー

ラ） 
18:40〆 

（トラック） 

収穫 

陸送 陸送 

20:00頃の 
入荷 

（市場要請） 途中荷卸し 
セリ開始 
07:00等 

小売等 

予冷庫 

予冷庫 

予冷庫 

持ち込み 

予冷保管 
翌日朝～ 
積込開始 

１日目 ２日目 ４日目 ３日目 

３日目販売が基本であった出荷スケジュールを４日目販売のスケジュールに変える
ことで、収穫当日積みから翌日積みとなり、時間的に余裕を持って集荷・積み込み
を行うことが可能となった。 

「取引環境と長時間労働の改善に向けたガイドライン事例集」28ページ 
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⑪高速道路の利用 

取
引
先
工
場
（
青
梅
）

発

荷

主

取
引
先
工
場
（
神
奈
川
）

Before 一般道を走行

高速道を走行

別
府
港
も
し
く
は
大
分
港

フェリー乗船

大
阪
南
港
も
し
く
は
神
戸
港

After 1日目 2日目 3日目

運転時間 1:40 6:20 0:00

その他時間 1:20 1:00 1:00

休憩時間 1:30 1:40 0:00

拘束時間 4:30 9:00 0:00

Before 1日目 2日目 3日目

運転時間 2:50 15:30 0:30

その他時間 3:40 0:50 3:00

休憩時間 1:30 1:00 0:00

拘束時間 8:00 17:20 3:30

After 取 

引 

先 

工 

場 

取 

引 

先 

工 

場 

大阪南港でフェリー下船後、従来は関東の着荷主まで一般道を走行していたものを、
全線高速道路を利用することにより拘束時間を大幅に短縮することが出来た。 

「取引環境と長時間労働の改善に向けたガイドライン事例集」72ページ 
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Ａ．運送内容の見直し 
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⑫混雑時を避けた配送 

現状 

朝8時～荷積み開始 

≪実証実験≫ 

朝7時～荷積み開始 

 

 

現状 

配送先ごとの仕分けができて
いない 

 

 

 

 

 

 

≪実証実験≫ 

配送先ごとに積み荷を仕分けして、「配送
先」を明確にする 

 

 

 

 

Before After 結果
1日の拘束時間 17.7時間 15.5時間 ▲2.2時間
荷積み時間（最大） 3.9時間 2.9時間 ▲1時間

 結果 

荷積み前の状態（改善前） 荷積み前の状態（改善後） 

運行開始日の朝積みの作業開始時間の前倒し及び荷役時間の縮減により、着荷
主の市場の混雑ピーク前に到着することで1日の拘束時間を削減。 

「取引環境と長時間労働の改善に向けたガイドライン事例集」4ページ 
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Ａ．運送内容の見直し 
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⑬発注量の平準化 

○発注方式 
→安全在庫を考慮し、システムによる自動発注 

○発注方式の見直し 
→物流作業の効率化を考慮し、パレット単位、面
単位の発注数量で自動発注（発注量の平準化） 

考慮し、システムによる自動発注

改善前 改善後 

面単位発注

パレット単位発注

○パレット単位発注

12面×12段＝144個

○従来発注

12面×7段＝84ｹｰｽ

端数8個 合計94ｹｰｽ

○面単位発注

12面×1段＝12ｹｰｽ

○従来発注

端数2ケース

「安全在庫－出荷数量＝在庫量」を踏まえ、安全在庫量を考慮した数量を自動でシ
ステム発注していた着荷主からの発注を、発注量を一定期間でまとめ、パレット単
位の数量、面単位の数量とすることで、発注量を平準化した。 

「取引環境と長時間労働の改善に向けたガイドライン事例集」146ページ 
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Ａ．運送内容の見直し 
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⑭船舶や鉄道へのモーダルシフト 

 大分県から大阪・滋賀の鶏卵問屋４カ所
下ろしの長距離運行において、別府港〜
大阪南港間のフェリー利用による運行と高
速道路利用による運行を比較 

別府港 
大阪 
南港 フェリー 

営業所 

営業所 
別
府
湾 

ス
マ
ー
ト 

玖
珂 

権
現
湖 

大
阪
市
内 

高速道路 

14：30 
翌日13:00 

14：00 
翌日12:10 

センター 

センター 

フェリー

ＩＣ 
PA 

PA 

高速利用 フェリー利用 

拘束時間 22h10m 10h40m 

運転時間 11h20m 4h30m 

休息期間 無し 11h50m 

大分県から大阪・滋賀の４カ所下ろしの長距離運行において、別府港〜大阪南港
間でフェリーを利用することで、夕方出発、翌日昼過ぎ納品と改善基準告示の遵守
を実現。 

「取引環境と長時間労働の改善に向けたガイドライン事例集」36ページ 
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Ａ．運送内容の見直し 
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⑮納品日の集約 

「加工食品/日用品の製・配・販事業者の連携による配送効率化に向けた取組実施の手引書」経済産業省 

毎日発注を見直し、発注日を集約する、少量発注を見直し、最低発注ロットを引き
上げるなどして発注１回あたりの数量を大きくし、発注頻度（＝納品頻度）を少なくす
る。 
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Ａ．運送内容の見直し 
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⑯検品水準の適正化 

「取引環境と長時間労働の改善に向けたガイドライン事例集」110ページ 

メーカーでピッキング・検品された商品についても、運送事業者側でアイテム別に
ケース数検品、バラの場合は内容物検品、検品後の封緘作業も行っていたが、重
複検品となるため、平パレットに集品された商品は検品なしとし、バラ品については、
ピッキング、詰め合わせ、検品の後、段ボールケースの封緘をメーカー側が行い、
運送事業者側ではケースの総個数カウントのみを行うこととした。 

石井食品 三代川運送

ピッキング

平パレット

バーコード
スキャン検品

石井食品 三代川運送

ピッキング

台車
平パレット

平パレ積み付け
バラ品封緘

バーコード
スキャン検品

ストレッチフィルム

目視検品

アイテム別ケース数検品
ばら品は内容物別の

数量検品

トラック積み込み トラック積み込み

ストレッチフィルム

バラ品
封緘

平パレへの
積み付け調整

メーカー 運送事業者 メーカー 運送事業者 

【Before】                        【After】 
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Ａ．運送内容の見直し 
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⑰物流システムや資機材の標準化 

手書きの「出荷連絡票」を廃止し、システム上の出荷情報データを貼付する仕様に
変更するとともに、重量、才量から荷姿をパターン化、簡易的に配車割り付けが行
えるように変更することで発荷主と運送事業者間の情報連携の迅速化と手待ち時
間の短縮を実現。 

「取引環境と長時間労働の改善に向けたガイドライン事例集」198ページ 
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B．運送契約の方法 
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①運送契約の書面化の推進  
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B．運送契約の方法 
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②運賃と料金の別建て契約 
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B．運送契約の方法 
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③燃料サーチャージの導入 
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B．運送契約の方法 
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④下請取引の適正化 
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C．運送契約の相手方の選定 
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①契約の相手方を選定する際の法令遵守状況の考慮 

http://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/03punishment/cgi-bin/search.cgi 
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C．運送契約の相手方の選定 
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②働き方改革等に取り組む物流事業者の積極的活用 
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Ｄ．安全の確保 
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①荷役作業時の安全対策 
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Ｄ．安全の確保 
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②異常気象時等の運行の中止・中断等 

雨天時に、シート掛けを積込みエリアで行っていることから、出庫までの時間が拡大
し、手待ち時間が発生している。この状況を改善すべく、走行前日の夕方積込み時
が雨天で、且つ翌朝降雨予想が無い場合、翌朝積、当日走行へ変更。 

「労災事故の防止に向けたトラックドライバーの積卸し・シートがけ・固縛の安全作業マニュアル」全日本トラック協会 

「取引環境と長労働時間の改善に向けたガイドライン事例集」58ページ 
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Ｅ．その他 
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①宅配便の再配達の削減への協力 
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Ｅ．その他 
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②引越時期の分散への協力 
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Ｅ．その他 

29 

③物流を考慮した建築物の設計・運用 
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